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研究成果の概要（和文）：　哺乳類の社会において、個体は異なる社会的段階、繁殖、生活史（年齢、出生群か
らの移出入）のステージを経る。その一連の過程は、社会的変遷（social trajectory）と呼ばれ、個体の異質
性（individual heterogeneity）を形成する要因であるのみならず、個体より上位の社会的・生態学的現象に影
響する要因である。本研究では、哺乳類の社会性・社会行動を、個体の異質性を考慮して分析し、新たな社会生
態学的特徴を検出することを目的とした。複数種を対象にした野外調査、行動観察、生理的測定、系統種間比較
を行い、適応論的予測に合致する発見を行った。

研究成果の概要（英文）：In this project, I analyzed sociality of group-living mammals from a 
standpoint of individual heterogeneity. Particularly I focused on individual heterogeneity caused by
 a within-individual process of social trajectory (i.e., transition among life history stages 
including age, natal dispersal, reproduction, dominance rank, and so on). I employed multiple 
methods including fieldworks, behavioral observation, physiological measurements, phylogenetic 
comparative analyses on multiple species of mammals, and found results that fit predictions from 
adaptive theories.

研究分野：行動生態学

キーワード： 哺乳類　社会　生活史　行動生態学　血縁淘汰

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 哺乳類の社会において、個体は異なる社会

的段階、繁殖、生活史（年齢、出生群からの

移出入）のステージを経る。その一連の過程

は、社会的変遷（social trajectory）と呼

ば れ 、 個 体 の 異 質 性 （ individual 

heterogeneity）を形成する要因であるのみ

ならず、個体より上位の社会的・生態学的現

象に影響する要因である。この個体の異質性

を考慮した社会性の理解は、これまでの研究

でもなされていたものの不十分であった。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、哺乳類の社会性・社会行動を、

個体の異質性を考慮して分析し、新たな社会

生態学的特徴を検出することを目的とした。

特に、個体の特性に着目し、巨視的な視点で

ある個体群動態と社会構造、中間段階として

の社会関係と社会交渉、微視的な視点での個

体の特性の多様性と行動への影響を明らか

にすることを目的とした。複数種を対象にし

た野外調査、行動観察、生理的測定、系統種

間比較を行い、適応論的予測に合致する発見

を行った。 

 

３．研究の方法 

 研究は複数のプロジェクトを同時並行さ

せて行ったので、方法は以下の研究成果にお

いて説明する。 

 

４．研究成果 

(1)ライオンのヘッドラビング行動の社会的

機能を検討した。飼育下のライオン 21 頭 の

行動観察を行い 514 回のヘッドラビングを

記録した。オスはメスよりも他のオスに、メ

スは他のメスよりもオスに対しより多く行っ

た。やりとりは互恵的で、ペア間での頻度は

個体間の親和性の指標と正の相関がみられた。

緊張状態やメスの発情は頻度と無関係であっ

た。この結果、ヘッドラビングの主な機能が

個体間の友好関係の維持・強化であることが

示唆された。  

(2)個体がどのような生活史履歴を経て、どれ

ほど次世代に遺伝子を残すか、個体の生活史

が個体群レベルの現象とどのように関わりあ

うのか。これらの疑問に答えるためには、個

体群の構成個体が識別され、個体ごとに生活

史イベントが記録された長期データが必要と

される。本研究では、宮崎県都井岬に生息す

る半野生馬（岬馬）において、1987年～2010

年の23年間に生存した約500個体の生存・死

亡・繁殖を分析した。調査期間中、個体数は

73頭から122個体の間で変動した。馬はハーレ

ム型の配偶システムを持つため、雄間競争に

よる雄の高い死亡率が予測される。本個体群

では、寿命は雌のほうが有意に長いものの、

生存率に性差・年齢差はなかった。約63%の雌

は生涯繁殖成功がゼロであったが、最大10頭

の生涯繁殖成功を持つ雌もいた。仔の性別に

関しては、母親の年齢の二乗項が有意に影響

しており、繁殖開始時と終了時により高い確

率で雄を産んでいた。これらの長期データか

ら、他の半野生馬個体群、飼育馬との比較を

行った。 

 

(3)動物にみられる闘争の結果は、個体の競争

力（資源保持力RHP: resource holding 

power/potential）によって決定されると考え

られてきた。しかし、個体のRHPを実測するの

は困難であった。寿命が長い動物では、個体

のRHPは年齢によって変化する。このため、RHP

の年齢変化を想定する必要がある。本研究で

は、ベイズ統計学と文献調査によって、野生

チンパンジーにおけるオスのRHPの年齢によ

る変化を推定し、このRHPの推定がαオスの交

代を予測できるかどうかを検証した。オスの

RHPの年齢変化は、負の二次関数（成長に伴い

上昇し、その後、下降）がうまく適合した。

αオスが交代した年に、新αオスは凋落した



αオスよりも高いRHPを持っており、そのRHP

の違いは年齢によって説明できるものであっ

た。ただし、連合形成によるαオスの交代が

起きた年には、この説明が当てはまらなかっ

た。この場合、新しいαオスのRHPは交代年に

一時的に上昇し、その上昇分は年齢によって

予測されるよりも大きかった。交差検証

(cross-validation analysis)によると、αオ

スの交代が連合形成によらなかった場合、そ

の交代は年齢によって予測する事ができた。

本研究は、洗練された統計手法と長期データ

を用いて、順位変動の時期を予測する枠組み

を示すものである。 

 

(4)霊長類や鳥類などの多くの動物において、

棒を使って届かないものを引き寄せることが

知られていた。例外として、ゾウが鼻息を使

い、届かない食べ物を転がし獲得するという

報告があった。この報告は、進化生物学の祖

であるチャールズ・ダーウィン(1809-1882)

らによって１９世紀に記載されたものである

が、現在までゾウが空気を意図的に操作でき

ることは実証されておらず、ダーウィンらの

観察事例の真偽は100年以上の間、解明されて

こなかった。 

 茨城県にある日立市かみね動物園のアジア

ゾウ2頭を対象に、食べ物を放飼場の届かない

場所に置くという簡易な実験場面を設定し、

ゾウがどのように空気を操作し、どのように

食べ物を獲得するかを調べた。とくに、この

息の吹きかけ行動が食べ物を引き寄せるため

に使われていたのか（目標指向的な行動であ

るか）を調べた。32日間に渡る実験の中で、

息を吹きかける行動が128回(ミネコ68回, ス

ズコ60回)観察された。食べ物の位置と、ゾウ

の行動（吹くか、つかむか）の関係を調べた

結果、食べ物がゾウから遠くにあるほど「吹

く」という行動が多く、近いほど「つかむ」

という行動が多く見られた。さらに、対象個

体2頭のうち1頭（ミネコ）は、食べ物の距離

に応じて息の長さを変化させ、食べ物が遠く

にあるほど長い息をはいた。これらの結果よ

り、この息の吹きかけ行動は食べ物を引き寄

せて獲得するために使われていた（目標指向

的な行動であった）ことがわかった。 
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